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【学校関係者評価委員】６名（敬称略） 

令和８年４月１日現在 

医療部門 福間 哉恵 
社会福祉法人 みずうみ 

リハビリテーションチーム 所長 

医療部門 小林 央 島根県作業療法士会 会長 

医療部門 横川 隆子 看護師 

企業部門 石川 大 しまね信用金庫 経営企画部長 

企業部門 岩崎 照史 ㈱松江情報センター 代表取締役社長 

地域 金井 榮子 社会福祉法人四ツ葉福祉会 事務長 
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≪令和 7年度事業実績報告≫ 

 

① 事業の概要 

本年度は、「医療専門職としての基礎力養成」「学生支援の充実」「地域連携の推進」を重

点目標として教育活動を展開した。 

少子化の進行や進路選択の多様化に伴う学生確保の課題に対応しつつ、中途退学防止お

よび国家試験合格率の向上に向けた取り組みを推進した。 

 

② 教育活動の実施状況 

 入学式および導入教育 

令和 7年 4月 3日、松江テルサにて入学式を挙行した。 

式典では鳥取大学から教授を招き、特別対談「医療はとってもいい仕事」を実施し、

医療現場の実情や職業理解を深める機会を提供した。 

 

初年次教育・体験型学習の充実 

• 病院見学（5月～7月） 

• バリアフリー研修（5月） 

• スポーツ交流大会（6月） 

• 外部講師による講義（7月） 

• 看護学科宣誓式（10 月） 

これらの教育活動は、職業意識の早期形成および学習意欲向上に寄与し、初年次の

定着支援として効果を上げたと考える。 

学生との関係構築 

学校長によるカレーランチミーティング（5月～8月）を実施し、学生との対話機会を

増やすことで、安心して学べる環境づくりを推進した。 

その結果、学生満足度の向上および中途退学抑制に一定の成果が認められたと考える。 

 

③ 学生支援および危機管理 

 生活支援 

物価高騰への対応として、公的支援制度を活用し、熱中症対策のための飲料配布およ 

び食券を配布し学食支援を実施。学生の生活負担軽減および健康維持に寄与した。 

災害時対応 

令和 8 年 1 月 6 日の地震（震度 5）発生時には、交通機関停止（JR、一畑電車、バス

等）に対応し、職員連携による送迎支援を行い、全学生の安全確認を完了した。 

また、休校期間中は速やかにオンライン授業へ移行し、教育の継続性を確保した。 

本対応により、危機管理体制および事業継続計画（BCP）の重要性を再認識する結果と 

なった。 
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④ 教育成果 

国家試験対策 

計画的な模擬試験、特別講義、個別指導等により、 

•  理学療法学科：全員合格 

•  作業療法学科：全員合格 

を達成した。これは継続的な学修支援体制の成果と評価できる。 

就職支援 

履歴書指導、面接対策（Web 含む）等の就職支援を実施し、専門職としての就業能

力の育成に取り組んだ。 

 

⑤ 地域連携・社会貢献 

地域を実践的教育の場として位置づけ、以下の活動を展開した。 

•  高等学校への出前授業 

•  健康イベント・地域交流事業への参加 

•  専門職派遣・ボランティア活動 

これらの継続的な取り組みが評価され、「島根県民いきいき活動奨励賞」を受賞し

た。地域貢献と教育活動の一体化は、本校の特色として今後も強化が必要である。 

 

⑥ 学生募集および広報活動 

•  Web 出願の導入（志願者利便性向上・業務効率化） 

•  オープンキャンパス 

•  進学ガイダンス 

•  出張型説明会の展開 

これらの施策により接点創出は拡大したが、入学者数の安定確保には引き続き課題が

残る。 

 

⑦ 教育環境整備・業務改善 

ICT 環境の整備 

教職員の業務効率化および教育の質向上を目的として、全教職員用パソコンに

Microsoft 365 を導入した。これにより、情報共有の迅速化、業務効率の向上、教育の

質向上を進めていく。また、組織管理されたアカウント運用により、情報管理体制（セ

キュリティ）の強化につながった。 

 

⑧ 経営・業務改善 

以下の取り組みにより経費削減を実施した。 

•  送迎体制の見直し 

•  派遣職員の中止 

•  校舎管理体制の効率化 

教育の質を維持しつつ運営効率の向上を図った。 
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⑨ 卒業状況 

令和 8年 3月 4日、卒業式を挙行した。 

 

⑩ 総括（評価） 

本年度は、 

•  初年次教育の強化による中途退学防止 

•  国家試験合格実績の向上 

•  災害対応を含む組織対応力の向上 

といった点で、教育機関として一定の成果を達成した。 

特に、「学生に寄り添う支援体制」と「地域と連携した教育活動」は評価できる。 

 

⑪ 課題  

学生数減少の要因への対応が課題である。今後は募集活動のさらなる強化、教育内容の

魅力向上、危機管理体制の強化が必要である。 

専門実践教育訓練給付金制度再指定目指す（看護学科）。 

また、経費削減と教育の質の維持・向上の両立も重要な課題である。 

  

以上が令和 7年度の事業実績報告である。 

 

 

 

≪自己点検評価≫ 

別紙「令和７年度 自己点検評価報告書」参照 

 

【学校関係者評価委員からの提言】 

学生募集において、ホームページや SNS、パンフレットは大変有効だと思う。これまで学生や

保護者にとって魅力のある学校であるということをしっかりと情報発信されていると思うが、

更に強化していくことが必要だと思う。最近の SNS を見ると昔が悪かったわけではないが、

インスタグラムを始めた頃に比べると大変魅力的になっており、このことは重要なことだと

思う。 

ホームページからインスタグラムへの誘導、インスタグラムからオープンキャンパスへの誘

導を、もう少ししっかりと戦略的にしてはどうか。費用的に厳しいという話があったが、 SNS

の広告に力を入れてはどうかと思う。 

令和 7 年度に導入されたマイクロソフト 365 は、コパイロットという AI が搭載されている。

これから医療現場で活躍される学生さんが、AI を道具として使って仕事の効率を高め、より

患者さんに関わる時間を増やしたり、いかに効率よく業務をしていくか等、AI の活用をカリ

キュラムの中に入れていけるような形にしてはどうか。 

AI については、使い方にコツがあると思うので、一緒に検討し活用につなげてもらえたらと

思う。 
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教育理念にあるように、地域医療人材の育成において、学生確保、休退学の抑制、国家試験

の合格率、財務基盤の 4つが重要であると考える。 

自己点検評価について、総じて 2 よりも高い評価が多いとの説明があったが、評価の基準に

基づいて実施できているか、できていないかという評価をしているのではないか。実施して

いるが、結果として実績の出ていないものが、この中で非常に多いと感じる。項目について、

できていると思っていても実績が伴っていないのであれば、何か問題があるのではないか。

もう少し改善し、8 年度に取り組んでいかなければならないことが多くあるのではないか。

あらためて学生の確保、休退学の抑制、国家試験の合格率、財務をいかにして良化させてい

くかということを、教職員でしっかり考えていただきたいと思う。また、学生の皆さんの声

も取り入れながら、運営に生かしていただけると良いのではと思う。 

エッセンシャルワーカーは、必ずなくてはならない、今後も必ず残っていく職業であり、今

後も更に必要とされていく人材をこちらの学校は養成していかれる非常に大きな役割を担っ

ている。生成 AIにとって変わられない職業であることを学生たちは先を見据えて選んでいく

ことにもなっていくと思うので、アンテナを張りながら学生募集や在校生のフォローにつな

げていくと良いのではと思う。 

 

 

  これらの提言を受け、令和８年度につなげていく。 


